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 四
月
八
日
は
花
祭
り
⌏
仏
教
徒
が
お
釈

迦
様
の
御
誕
生
を
祝
う
国
民
的
行
事
で

あ
り
ま
す
⌐ 

お
釈
迦
様
は
ブ
⌭
ダ
と
も
呼
ば
れ
て
い

ま
す
⌐
ブ
⌭
ダ
は
今
か
ら
二
千
五
百
年

前
に
イ
ン
ド
の
釈
迦
族
の
王
子
と
し
て

生
ま
れ
⌏
名
前
を
ゴ
⌴
タ
マ
・
シ
⌭
ダ

ル
タ
と
い
い
ま
し
た
⌐
立
派
な
宮
殿
に

住
み
⌏
い
ろ
い
ろ
な
才
能
に
も
恵
ま
れ
⌏

何
ひ
と
つ
不
自
由
な
く
暮
ら
し
て
い
ま

し
た
⌐
と
こ
ろ
が
⌏
命
あ
る
者
は
必
ず

年
老
い
⌏
病
気
に
な
り
⌏
死
ん
で
い
く

と
い
う
事
実
に
直
面
し
⌏
た
い
へ
ん
悩

み
ま
す
⌐
何
故
人
間
は
生
ま
れ
て
き
た

の
だ
ろ
う
か
⌏
苦
し
み
や
悩
み
か
ら
解 

放
さ
れ
る
道
は
な
い
の
だ
ろ
う
か
⌏
と
⌐ 

シ
⌭
ダ
⌴
ル
タ
は
⌏
苦
悩
を
超
え
る

道
を
求
め
て
⌏
王
子
の
位
を
棄
て
て
城

を
出
て
い
き
ま
す
⌐
二
十
九
歳
の
と
き

の
こ
と
で
し
た
⌐
そ
の
後
⌏
瞑
想
修
行

や
苦
行
を
重
ね
て
も
⌏
な
か
な
か
苦
悩

を
超
え
る
道
は
見
つ
か
り
ま
せ
ん
で
し

た
が
⌏
つ
い
に
三
十
五
歳
の
と
き
⌏
す

べ
て
の
も
の
は
⌕
縁
⌖
に
よ
⌣
て
成
り

立
⌣
て
い
る
と
い
う
事
実
に
目
覚
め
ま

し
た
⌐
生
ま
れ
る
縁
が
と
と
の
え
ば
生

ま
れ
⌏
死
ぬ
縁
が
と
と
の
え
ば
死
ぬ
⌐

そ
の
事
実
を
受
け
入
れ
ら
れ
ず
に
⌏
た

だ
生
の
み
に
執
着
す
る
と
こ
ろ
に
⌏
苦

し
み
の
原
因
が
あ
る
の
だ
と
気
づ
い
た 

の
で
す
⌐ 

シ
⌭
ダ
⌴
ル
タ
は
⌏
こ
れ
以
降
⌏
さ

と
り
を
開
い
た
人
⌏
目
覚
め
た
者
を
意

味
す
る
⌕
ブ
⌭
ダ
⌖
と
い
う
言
葉
で
呼

ば
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
⌐
そ
し
て

自
ら
が
目
覚
め
た
世
界
を
苦
し
み
悩
む

人
々
に
説
い
て
い
き
ま
し
た
⌐
ブ
⌭
ダ

は
八
十
歳
で
入
滅
す
る
ま
で
説
法
し
続

け
ま
す
が
⌏
そ
の
教
え
を
通
し
て
⌏
多

く
の
人
々
が
苦
悩
か
ら
解
放
さ
れ
て
い

き
ま
し
た
⌐
ブ
⌭
ダ
の
さ
と
り
が
単
に

個
人
に
と
ど
ま
る
も
の
で
は
な
く
⌏
広

く
開
か
れ
て
い
る
こ
と
を
意
味
し
ま 

す
⌐ 

 

ブ
⌭
ダ
は
私
た
ち
に
先
立
⌣
て
⌏
苦 

お
釈
迦
様
⌣
て
ど
ん
な
人
で
す
か
？ 

 

 

八
幡
町
八
幡
仏
教
会
会
長 

 

石 

神 
 

明 

八幡仏教会ホームページ 
http://www.8butsu.jp 

し
み
悩
み
⌏
そ
の
な
か
で
苦
悩
を

超
え
る
道
を
見
出
し
て
い
⌣
た

方
で
す
⌐
そ
の
意
味
で
⌏
ブ
⌭
ダ

の
教
え
に
学
ぶ
こ
と
は
⌏
私
た
ち

自
身
の
人
生
を
見
つ
め
直
し
て

い
く
こ
と
に
な
る
の
で
す
⌐ 

 

八
幡
仏
教
会
で
は
一
⌳
月
遅

れ
の
五
月
五
日
⌏
子
供
の
日
に
花

祭
り
を
行
⌣
て
い
ま
す
⌐ 

午
後
三
時
に
大
き
な
白
象
に
⌏
お

釈
迦
様
に
扮
装
し
た
子
ど
も
が

乗
り
⌏
願
蓮
寺
を
出
発
し
⌏
多
く

の
子
ど
も
達
に
よ
り
パ
レ
⌴
ド

し
な
が
ら
安
養
寺
に
到
着
し
ま

す
⌐
そ
こ
で
は
⌏
お
釈
迦
様
の
誕

生
を
祝
う
法
要
と
⌏
み
ん
な
で
甘

茶
を
か
け
る
灌
仏
を
行
い
⌏
最
後

は
お
楽
し
み
な
⌏
町
内
の
各
商
店

か
ら
寄
付
頂
い
た
豪
華
商
品
を

景
品
と
し
た
抽
選
会
が
始
ま
る

の
で
す
⌐
ど
う
ぞ
お
誘
い
合
わ
せ

是
非
参
加
下
さ
い
⌐ 

 

本
年
も
本
会
に
た
い
し
て
⌏
ご

理
解
と
ご
協
力
を
何
卒
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ご
挨
拶
と

し
ま
す
⌐ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

八 幡 仏 教 会 報 ( 2 ) 平成 24 年 4 月 20 日 第４号 

托
鉢
の
ご
協
力 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た 

東
日
本
大
震
災
よ
り
丁
度
一
年
と
な
る
三

月
十
一
日
に
⌏
八
幡
仏
教
会
で
東
日
本
大
震

災
義
援
金
托
鉢
を
行
い
ま
し
た
⌐ 

托
鉢
に
際
し
ま
し
て
は
⌏
皆
様
の
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
⌐
収
益
金
は
合

計
十
七
万
三
千
七
百
九
十
九
円
に
な
り
ま
し

た
⌐
全
額
を
⌏
中
日
新
聞
郡
上
八
幡
通
信
局

を
通
し
東
日
本
大
震
災
災
害
義
捐
金
と
し
て

寄
託
い
た
し
ま
し
た
⌐ 

平
成
二
十
三
年
度
事
業
報
告 

一
月
二
十
六
日
⍅
水
⍆
会
計
監
査 

二
月 

九
日
⍅
水
⍆ 

理
事
会 

二
月
十
五
日
⍅
火
⍆ 

理
事
・
世
話
人
会
⍅
懇
親
会
⍆ 

三
月
二
十
八
日
⍅
月
⍆
東
日
本
大
震
災
被
災
者
支
援
托
鉢 

⍅
収
益
金
四
十
一
万
九
百
四
十
五
円
⍆ 

三
月
二
十
九
日
⍅
火
⍆
理
事
会 

四
月 

八
日
⍅
金
⍆ 

花
ま
つ
り 

四
月
十
九
日
⍅
火
⍆ 

理
事
・
世
話
人
会
⍅
懇
親
会
⍆ 

五
月 

五
日
⍅
木
⍆ 

花
ま
つ
り
パ
レ
⌴
ド 

七
月 

六
日
⍅
水
⍆ 

理
事
会 

七
月
二
十
二
日
⍅
金
⍆
理
事
・
世
話
人
会 

七
月
二
十
六
日
⍅
木
⍆
八
幡
町
十
三
⌳
寺
巡
り 

⍐
八
月
九
日
⍅
火
⍆ 

 
 

暁
天
の
つ
ど
い 

八
月
十
七
日
⍅
水
⍆ 

灯
籠
流
し 

八
月
十
八
日
⍅
木
⍆ 

灯
籠
流
し
後
片
付
け 

九
月 

七
日
⍅
水
⍆ 

理
事
・
世
話
人
会 

九
月
十
三
日
⍅
火
⍆ 

物
故
者
法
名
書
き 

九
月
十
六
日
⍅
金
⍆ 

追
弔
会
⍅
昔
を
ど
り
⍆ 

十
月 

五
日
⍅
木
⍆ 

映
画
⌕
ブ
⌭
ダ
⌖
上
映 

三
月 

六
日
⍅
火
⍆ 

理
事
・
世
話
人
会
⍅
懇
親
会
⍆ 

三
月
十
一
日
⍅
日
⍆ 

東
日
本
大
震
災
被
災
者
支
援
托
鉢 

⍅
収
益
金
十
七
万
三
千
七
百
九
十
九
円
⍆ 

 

平
成
二
十
四
年
度
行
事
予
定 

四
月 

八
日
⍅
日
⍆ 

 

花
ま
つ
り 

五
月 

五
日
⍅
土
⍆ 

 

花
ま
つ
り
パ
レ
⌴
ド 

七
月
二
十
八
日
⍅
土
⍆ 

八
幡
町
十
三
⌳
寺
巡
り 

⍐
八
月
九
日
⍅
木
⍆ 

 
 

暁
天
の
つ
ど
い 

八
月
十
七
日
⍅
金
⍆ 

 

灯
籠
流
し 

九
月
十
四
日
⍅
金
⍆ 

 

追
弔
会
⍅
昔
を
ど
り
⍆ 

 

今
テ
レ
ビ
で
中
学
生
か
ら
若
い
女
の
子
に
人
気
の
あ

る
ア
イ
ド
ル
集
団
Ａ
Ｋ
Ｂ
４
８(

エ
⌴
ケ
⌴
ビ
⌴
フ
⌬
⌴

テ
〈
・
エ
イ
ト)
！ 

歌
⌣
て
踊
⌣
て
美
人
ぞ
ろ
い
で
活

躍
中
で
あ
る
Ａ
Ｋ
Ｂ
４
８
！ 

も
う
す
ぐ
桜
満
開
⌐
そ
の
下
で
酒
に
酔
い
乍
ら
カ
ラ
オ

ケ
大
会
⌐
マ
イ
ク
片
手
に
声
自
慢
の
Ａ
君
で
は
ボ
ク
の
得

意
の
十
八
番
○
○
○
を
！
と
⌏
な
か
な
か
マ
イ
ク
を
は
な

そ
う
と
し
な
い
⌐ 

よ
く
聞
く
四
十
八
と
十
八
で
あ
る
⌐ 

実
は
こ
の
数
字
は
仏
教
に
関
わ
り
の
あ
る
数
字
で
す
⌐

特
に
浄
土
宗
・
浄
土
真
宗
に
と
⌣
て
大
事
な
数
字
で
す
⌐ 

法
然
上
人(

浄
土
宗
を
開
か
れ
た)

と
弟
子
の
親
鸞
聖

人(

浄
土
真
宗
を
開
か
れ
た)

 

こ
の
お
二
人
が
一
番
重

要
だ
と
さ
れ
た
経
典 

無
量
寿
経
と
関
わ
り
が
あ
り
ま

す
⌐
こ
の
経
典
の
中
心
は
阿
弥
陀
仏
が
四
十
八
と
お
り
の

願
い
を
説
か
れ
た
⌐ 

四
十
八
と
い
う
の
は
仏
の
説
か
れ
た
本
願
の
数
な
の
で

す
⌐ 

Ａ
Ｋ
Ｂ
４
８
の
プ
ロ
デ
⌯
⌴
サ
⌴
秋
元
氏
は
当
然
そ
の

こ
と
を
知
⌣
て
み
え
た
に
相
違
な
い
⌐ 

で
は
自
分
の
オ
ハ
コ
十
八
番
は
⌐ 

仏
が
説
か
れ
た
第
十
八
番
の
本
願
の
中
で
⌕
も
し
私
が
仏

に
な
⌣
た
ら
心
か
ら
ナ
ム
ア
ミ
ダ
ブ
ツ
を
称
え
る
者
は 

生 

活 

の 

中 

の 

仏 

教 

語 

八
幡
町
八
幡
仏
教
会
副
会
長 

 

毛
利 

諦
信 

浄
土
へ
生
ま
れ
さ
せ
て
あ
げ
て
あ
げ
る
⌐
た
だ

し
五
逆
罪
を
犯
し
た
者
と
法
を
そ
し
る
者
は

除
く 

取
意
⌖
と
書
か
れ
て
あ
る
⌐ 

仏
の
い
ち
ば
ん
の
願
い
が
十
八
番
目
に
書
か

れ
て
あ
る
⌐
だ
か
ら
こ
の
願
は
選せ

ん

択
じ
⌤
く

本
願
と

か
王
本
願
と
か
云
わ
れ
て
い
る
⌐ 

十
八
と
か
四
十
八 

ほ
か
に
も
使
わ
れ
方

が
き
⌣
と
あ
る
と
思
い
ま
す
⌐ 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

八 幡 仏 教 会 報 ( 3 ) 第４号 平成 24 年 4 月 20 日 

平
成
二
十
四
年
度
役
員 

 

平
成
二
十
四
年
度
の
役
員
は
⌏
次
の
と
お
り

で
す
⍅
順
不
同
⍆
⌐
ご
苦
労
様
で
す
が
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
⌐ 

 

会
長 

石
神 

明
⍅
願
蓮
寺
⍆ 

 

副
会
長 

毛
利 

諦
信
⍅
蓮
生
寺
⍆ 

 

杉
本 

博
一 

 

相
談
役 

千
葉 

喬
⍅
長
敬
寺
⍆ 

 

事
務
局
長 

玉
腰 

秀
樹
⍅
浄
因
寺
⍆ 

 

事
務
局
員 

高
橋 

教
雄
⍅
大
乗
寺
⍆ 

 

千
葉 

謙
⍅
長
敬
寺
⍆ 

 

多
田 

克
次
⍅
最
勝
寺
⍆ 

 

会
計 

本
田 

あ
け
美 

 

総
務
部
長 

 
 

事
業
部
長 

浅
野 

真
顕
⍅
洞
泉
寺
⍆ 

 
教
化
広
報
部
長 

服
部 

貢
一
郎
⍅
善
光
寺
⍆ 
 

監
事 

杉
下 

義
昭 

 

筒
井 

淳
美 

 

特
別
理
事 
稲
村 

禧
元
⍅
悟
竹
院
⍆ 

 
楠 

 

幹
夫
⍅
安
養
寺
⍆ 

 

東 
 

宜
隆
⍅
慈
恩
寺
⍆ 

 

中
島 
密
慈
⍅
遍
照
殿
⍆ 

 

川
岸 

承
翁
⍅
揚
柳
寺
⍆ 

 

理
事 

山
田 

隆
一 

 

清
水 

俊
夫 

 

大
前 

三
郎 

 

和
田 

勝
介 

 

坂
井 

幹
雄 

 

浜
口 

民
男 

 

泉 
 

市
治 

 

池
戸 

一
巳 

 

餌
取 

評
八 

町
内
世
話
人(

四
月
十
四
日
現
在) 

上

桜

町 

上
島 

陸
男 

下

桜

町 

勝
川 

慶
一 

上

柳

町 

渡
邉 

廣
勇 

中

柳

町 

和
田 

九
勇 

下

柳

町 

青
山 

保
英 

上

殿

町 

藤
田 

浩 

中

殿

町 

本
川 

誠 

下

殿

町 

古
池 

孝
文 

初

音

一

区 

瀬
川 

和
彦 

 

山
本 

清
一 

中

坪

四

区 

大
坪 

信
治 

中

坪

五

区 

餌
取 

評
八 

肴

町 

西
村 

文
男 

本

町 

谷
沢 

周
作 

 

天
野 

収
一 

大

手

町 

川
上 

朝
史 

鍛

冶

屋

町 

島
川 

功 

職

人

町 

杉
下 

義
昭 

向

山 

井
本 

修 

上

尾

崎

町 

山
田 

隆
一 

下

尾

崎

町 

山
岸 

尚
三 

五

町 

大
坪 

三
郎 

 

桑
山 

光
太
郎 

新

町 

清
水 

俊
夫 

橋

本

町 

立
田 

了
渓 

今

町 

河
井 

尚
之 

栄

町 

前
田 

勇 

今

小

町 

池
戸 

健
一 

大

正

町 

一
柳 

四
郎 

 

遠
藤 

敦
則 

新

栄

町 

服
部 

純
一 

城

南

町 

佐
藤 

実 

 

末
松 

清 

 

田
中 

隆
盛 

 

田
中 

清
美 

 

中
邑 

篤
司 

住

吉

町 

山
田 

祐
幸 

上

桝

形

町 

下
野 

栄
雄 

 

下

桝

形

町 

林 
 

政
光 

稲

荷

町 

河
井 

栄
子 

上

日

吉

町 

山
田 

保
雄 

下

日

吉

町 

朝
日 

令
子 

 

大
前 

三
郎 

 

大
野 

好
夫 

 

篠
田 

節
子 

 

和
田 

勉 

 

渡
辺 

義
夫 

大

坂

町 

和
田 

勝
介 

上
日
ノ
出
町 

石
田 

武
夫 

下
日
ノ
出
町 

村
瀬 

清 

山

本

町 

山
下 

健
一 

乙

姫

町 

東 

宜
隆
⍅
慈
恩
寺
⍆ 

川

原

町 

筒
井 

淳
美 

上

愛

宕

町 

本
田 

あ
け
美 

中

愛

宕

町 

宮
内 

隆
昌 

下

愛

宕

町 

長
尾 

豊 

北

朝

日

町 

鷲
見 

正 

南

朝

日

町 

森
田 

峰
吉 

常

磐

町 

林 
 

忍 

左

京

町 

遠
藤 

主
税 

立

町 

岡
本 

正
彦 

東

町

一

区 
  
  

池
戸 

一
男 

東

町

二

区 

清
水 

昭 

小
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－ 募 集 － 
① 八幡仏教会の会員を募集してお

ります。入会は町内の世話人に

申し込んでください。 

② 八幡仏教会報への投稿を募集し

ております。短歌・俳句・ご意

見等何でも結構です。善光寺ま

でご持参頂くか、FAX 66-0084、

電子メール info@8butsu.jp ま

でお願いします。 

 ～子供たちの未来のために～ 

中嶌哲演師の原発を考える講演会 

「生まれくる命への責任」 

とき 2012 年 5 月 13 日(日) 

午後１時３０分から（開場：午後１時） 

ところ 郡上市総合文化センター 大ホール(2F) 

主催 原発を考える郡上市民の会 

後援 郡上市仏教会 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 23 年度八幡仏教会収支決算書 

平成 23 年 1 月 1 日～平成 24年 3月 31 日 

【 収 入 の 部 】 

科 目 予 算 額 決 算 額 増 減 備 考 

繰 越 金 554,887 554,887 0  

会 費 収 入 847,500 841,500 △6,000 1683 戸 

事 業 収 入 320,000 316,387 △3,613  

内 

 

訳 

花まつり 20,000 17,000 △3,000 参 加 1 5 0 人 , 志 

灯籠流し 230,000 226,091 △3,909 107 基 ,志 ,賽銭 

追 弔 会 70,000 73,296 3,296 志,賽銭 

そ の 他 0 0 0 暁天のつどい 

雑 収 入 35,000 9,063 △25,937 
預金利子 

新規加入金 

合 計 1,757,387 1,721,837 △35,550  

【 支 出 の 部 】 

科 目 予 算 額 決 算 額 増 減 備 考 

事 業 部 費 680,000 543,338 △136,662  

内 

 

訳 

花まつり 210,000 180,840 △29,160 ポスター,記念品,布施等 

灯籠流し 230,000 175,338 △54,662 チラシ,灯籠,足場,布施等 

追 弔 会 170,000 134,610 △35,390 チラシ,供物,お礼,布施等  

そ の 他 70,000 52,550 △17,450 暁天のつどい 

総 務 部 費 10,000 0 △10,000  

教化広報費 90,000 58,775 △31.225 ホームページサーバ利用料,会報 

事 務 費 30,000 58,459 28,459 通信費,事務用品等 

会 議 費 210,000 273,254 63,254 世話人会,懇親会 

渉 外 費 100,000 206,600 106,600 
市 仏 教 会 費 

倉庫土地借用謝礼 

備 品 費 550,000 575,246 25,246  

積 立 金 0 0 0  

予 備 費 87,387 0 △87,387  

小 計 1,757,387 1,715,672 △41,715  

繰 越 金 0 6,165 6,165  

合 計 1,757,387 1,721,837 △35,550  
 

積 立 金 定期貯金 1,148,567(元利合計額)  

 

上記のとおり報告します。 

平成 24 年 4 月 6 日 八幡仏教会 会計 本田 あけ美 

監査の結果 正確であることを認めます。 

平成 24 年 4 月 6 日 八幡仏教会 監査 筒井 淳美 

 監査 杉下 義昭 

 

平成 24 年度八幡仏教会予算 

平成 24 年 4 月 1 日～平成 25年 3月 31 日 

【 収 入 の 部 】 

科 目 前年度実績 予 算 額  備 考  

繰 越 金 554,887 6,165  

会 費 収 入 841,500 835,000 ＠500×1,670 戸分 

事 業 収 入 316,387 320,000  

内 

 

訳 

花まつり 17,000 20,000 参加費＠100×150 人分 

灯 籠 流 し 226,091 230,000 灯篭申し込み＠2,000×100 基分 

追 弔 会 73,296 70,000  

そ の 他 0 0  

雑 収 入 9,063 5,000 新規加入金＠1,000×5名分 

積立金取り崩し 0 0  

合 計 1,721,837 1,166,165  

【 支 出 の 部 】 

科 目 前年度実績 予 算 額  備 考  

事 業 部 費 543,338 610,000  

内 

 

訳 

花まつり 180,840 200,000  

灯 籠 流 し 175,338 200,000  

追 弔 会 134,610 150,000  

そ の 他 52,550 60,000 暁天のつどい・13 ヶ寺めぐり 

総 務 部 費 0 0  

教化広報費 58,775 70,000 サーバ利用料、会報 

事 務 費 58,459 50,000  

会 議 費 273,254 150,000 世話人会、理事会、監査会 

渉 外 費 206,600 150,000 市仏教会費、倉庫土地借料 

備 品 費 575,246 30,000  

積 立 金 0 0  

予 備 費 0 106,165  

次年度繰越金 6,165 0  

合 計 1,721,837 1,166,165  

 

⌓
あ
と
が
き
⌔ 

 

テ
レ
ビ
等
で
は
地
球
温
暖
化

が
騒
が
れ
て
い
ま
す
が
⌏
今
年

の
冬
は
と
て
も
寒
か
⌣
た
で
す

ね
⌐
雪
が
少
な
か
⌣
た
の
は
幸

い
で
す
が
⌏
四
月
に
な
⌣
て
か

ら
の
降
雪
に
は
び
⌣
く
り
し
ま

し
た
⌐
や
⌣
と
過
ご
し
易
く
な

り
ま
し
た
が
⌏
ま
だ
ま
だ
突
然

寒
く
な
る
日
も
あ
り
ま
す
⌐
体

調
管
理
に
は
ご
注
意
を
⌐(

は) 

八 幡 仏 教 会 報 ( 4 ) 平成 24 年 4 月 20 日 第４号 


	1
	2
	3
	4

